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れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
も
次
の
議
会
で
議
論
を

ゆゆ
ううH

本
会
議
で
農
政
委
員
会
審
議
事
項
に
つ
い
て
報
告
（
７
月
６
日
）

項

現 計 予

2 定補

冒頭

追加

合

平

AC、ハウス支援
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

不
誠
実
な
道
の
対
応

第
２
回
定
例
道
議
会
は
、経
営

が
厳
し
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム

（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
の
再
建
策
、
そ
の

た
め
の
道
の
支
援
策
が
焦
点
と

な
り
ま
し
た
が
、
支
援
策
の
内

容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、

各
会
派
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ

て
い
る
６
月
26
日
に
な
る
な
ど
、

今
定
例
会
で
も
、
道
側
の
対
応

は
極
め
て
遅
く
、
誠
実
さ
を
欠

く
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、十
分

な
議
会
論
議
が
行
え
な
い
ば
か

り
か
、
突
然
に
路
線
休
止
を
言

い
わ
た
さ
れ
た
旭
川
や
女
満
別
、

釧
路
な
ど
の
空
港
所
在
市
町
と

の
議
論
も
不
十
分
な
ま
ま
で
、

今
回
も
つ
な
ぎ
的
な
支
援
策
を

講
じ
る
だ
け
の
先
送
り
的
な
対

応
に
終
始
し
ま
し
た
。

重
要
事
項
も
前
日
説
明

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
て
改
訂
さ
れ
た
太
平
洋
沿

岸
津
波
震
災
予
測
図
の
報
告
や

道
立
病
院
事
業
改
善
プ
ラ
ン
に

向
け
た
検
討
委
員
会
意
見
な
ど

が
、
い
ず
れ
も
閉
会
前
日
の
所

管
委
員
会
で
報
告
さ
れ
る
な
ど
、

重
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
議
会

で
の
議
論
を
避
け
る
か
の
よ
う

な
対
応
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

知
事
を
は
じ
め
と
す
る
道

職
員
側
に
、
道
政
課
題
、
地
域

課
題
に
関
す
る
論
議
を
真
っ
向

か
ら
受
け
止
め
る
姿
勢
が
薄
れ

て
い
る
の
は
、
極
め
て
遺
憾
で

あ
り
ま
す
。

先
送
り
さ
れ
た
重
要
案
件

道
は
、
原
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
題
や
、
防
災
強
化
策
を
は
じ

め
と
し
て
山
積
す
る
問
題
へ
の

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

道
議
会
や
地
域
に
対
し
て
、
誠

実
に
向
き
合
う
姿
勢
が
求
め
ら

害
復
旧
費
、
記
録
的
豪
雪
で
破

損
し
た
農
業
ハ
ウ
ス
の
復
旧
補

助
費
、
国
か
ら
の
交
付
金
に
よ

る
各
種
基
金
な
ど
が
予
算
化
さ

れ
ま
し
た
。

ここ
うう
便便
りり
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第２回定例道議会-42 億 6 千万円を補正

一二三四

最
高
２
億
円

目 一般会計 特別会計 合計

算 2,740,995,869 535,698,785 3,276,694,654

正額 4,259,804 0 4,259,804

提案 4,227,585 0 4,227,585

提案 32,219 0 32,219

計 2,745,255,673 535,698,785 3,280,954,458

成 24 年第 2 回定例会で議決された補正予算（単位：千円）
Ｈ
Ａ
Ｃ
に
対

．
離
島
路
線

２
４
，

．
利
用
促
進８

，

．
２
年
分
の
償

付
金
利
の

．
一
時
借
入
金

深
め
て
い
き
ま
す
。

ハ
ウ
ス
復
旧
３
千
万
円

第
２
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ

た
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
で

42
億
６
千
万
円
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
支
援

事
業
費
３
千
万
円
の
ほ
か
、
災

す
る
支
援
策

維
持
補
助

２
１
９
千
円

補
助０

０
０
千
円

還
猶
予
と
貸

低
減の

債
務
保
証
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

私
は
、
５
月
14
日
、
昨
年
の

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
計

画
的
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
、

全
村
民
が
村
外
に
避
難
し
、
今

年
１
月
31
日
に
『
帰
村
宣
言
』

を
行
っ
た
福
島
県
川
内
村
の

現
状
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ラ
ッ
セ
夏
学
校
が

縁

川
内
村
の
訪
問
は
、
昨
年
夏
、

福
島
原
発
の
事
故
で
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
い
る
川
内
村
の
子
供

た
ち
を
、
放
射
能
の
心
配
の
な

い
士
別
で
再
会
し
、
思
い
っ
き

り
遊
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し

た
「
士
別
に
コ
ラ
ッ
セ
夏
学
校
」

が
縁
で
、
牧
野
勇
司
士
別
市
長
、

岡
崎
治
夫
士
別
市
議
会
副
議
長

を
は
じ
め
、
地
元
新
聞
記
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
内
村
で
は
、遠
藤
雄
幸
村
長
、

猪
狩
貢
副
村
長
、
石
井
芳
信
教

育
長
な
ど
、
村
の
幹
部
職
員
か

ら
歓
迎
を
受
け
、
遠
藤
村
長
は
、

「
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

子
供
た
ち
も
大
変
喜
ん
で
い
る
。

今
年
１
月
に
帰
村
宣
言
を
行
い
、

村
は
復
興
に
向
け
歩
き
始
め
た
。

し
か
し
、
課
題
も
多
く
存
在
す

る
が
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
い
お

つ
き
あ
い
を
お
願
い
し
た
い
」

と
、
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
村
で
の
除
染
風
景
や
仮

設
住
宅
建
設
現
場
、
国
保
診
療

所
、
川
内
小
学
校
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

木
造
の
立
派
な
小
学
校
を
視

察
し
、
校
庭
に
子
供
た
ち
と
士

別
市
の
木
で
あ
る
「
な
な
か
ま

ど
」
と
「
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
」
の

記
念
植
樹
を
行
い
、
継
続
し
た

交
流
を
確
認
し
ま
し
た
。

進
ま
な
い
帰
村

川
内
村
の
人
口
は
約
３
０
０

０
人
。
し
か
し
、
現
在
村
に
戻

っ
て
い
る
の
は
約
１
０
０
０
人
。

子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
は
、
保

育
園
児
が
41
人
の
と
こ
ろ
川
内

村
に
戻
っ
た
の
は
８
人
、
小
学

生
は
112
人
中
16
人
、
中
学
生
は

57
人
中
14
人
と
な
っ
て
お
り
、

中
学
生
ま
で
で
210
人
中
38
人

し
か
村
に
戻
っ
て
お
ら
ず
、
子

ど
も
た
ち
の
帰
村
の
難
し
さ
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

除
染
・
雇
用
・
住
宅

計
画
的
に
帰
村
を
進
め
る
た

め
に
は
、「
除
染
の
徹
底
と
雇
用

の
創
出
、
さ
ら
に
は
住
宅
の
確

保
」
と
遠
藤
村
長
は
お
話
し
さ

れ
、
そ
の
為
に
、
現
在
40
班
体

制
で
除
染
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
秋
頃
に
は
住
宅
部
分
は
終
了

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
農
地

は
こ
れ
か
ら
で
、
山
林
に
至
っ

て
は
い
つ
完
了
す
る
か
分
か
ら

な
い
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
残

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
２
社
約
70
人
の
雇
用
の
創

出
が
可
能
と
の
認
識
が
語
ら
れ
、

住
宅
に
つ
い
て
も
、
将
来
は
公

営
住
宅
と
し
て
活
用
で
き
る
仮

設
住
宅
を
建
設
中
で
、
早
期
の

帰
村
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

な
く
そ
う
原
発
！

『
原
発
は
安
全
な
も
の
』
と

の
宣
伝
で
、
私
た
ち
の
認
識
が

原
発
に
対
し
、
麻
痺
し
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
る
と
、

そ
の
地
域
に
人
が
住
む
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
恐
ろ
し
い
原
発
。

原
子
力
発
電
に
依
存
せ
ず
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
、
安
全
・
安
心
な
社
会
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地

帰
村
宣
言
の
川
内
村
を
視
察

岡
崎
治
男
副
議
長
、
牧
野
勇
司
市
長
、
遠
藤
雄
幸
村
長
と
私
（
左
か
ら
）

40 班体制で実施している除染風景

川内村の小学生と記念植樹

士別から贈られた“絆写真集”
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
４
月
～
６
月
）

TPP 協定に関する中央要請行動（4 月 5 日）TPP 交渉参加に反対する道民集会（4 月 27 日）

秋田県上の岱地熱発電所を視察（5 月 10 日）羊と雲の丘の牧柵修理とペンキ塗り（5 月 13 日）

名寄市議の皆さんと意見交換（5 月 17 日）下川町商工会通常総会で挨拶（5 月 18 日）

朝日水力発電所建設促進期成会総会（6 月 4 日）

↑
士
別
市
武
徳
町
で
の
作
況
調
査

（
６
月
23
日
）

アジア・アフリカ救援米の田植え（5 月 29 日）

↓
牧
野
市
長
と
の
天
塩
岳
登
山
は

悪
天
候
で
断
念
（
５
月
27
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
４
月
～
６
月
分
）

◆
４
月
23
日【
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
解
消
＆
サ
ン
ル
ダ
ム
凍
結
解

除
＆
甜
菜
振
興
中
央
要
請
】
▼
牧

野
士
別
市
長
、
加
藤
名
寄
市
長
、

安
斎
下
川
町
長
と
と
も
に
、
ミ

ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
、
サ
ン

ル
ダ
ム
建
設
凍
結
解
除
、
甜
菜

振
興
な
ど
の
地
域
課
題
で
、
中

央
要
請
行
動
を
し
て
き
た
（
中

略
）
▼
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解

消
で
は
、
士
別
市
多
寄
町
～
名

寄
IC
間
（
12
㎞
）
及
び
足
寄
IC

～
陸
別
町
小
利
別
間
（
51
㎞
）

が
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
と
な
っ

て
お
り
、
医
療
、
物
流
、
観
光

の
視
点
か
ら
も
、
早
期
に
着
工

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る

▼
サ
ン
ル
ダ
ム
凍
結
解
除
で
は
、

八
ッ
場
ダ
ム
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、「
ダ
ム
＝
無
駄
」
と
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
建
設
が
凍
結
さ

れ
て
い
る
。
地
元
流
域
の
市
町

村
で
は
、
治
水
・
利
水
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
も
、
サ
ン

ル
ダ
ム
の
早
期
建
設
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
５
月
10
日
に
は
、

下
川
町
で
町
民
総
決
起
大
会
が

予
定
さ
れ
て
い
る
▼
ま
た
、
甜

菜
振
興
で
は
、
こ
こ
近
年
甜
菜

の
作
付
け
が
激
減
し
て
お
り
、

輪
作
体
系
維
持
の
た
め
に
も
甜

菜
は
不
可
欠
な
作
物
で
あ
り
、

道
内
に
８
カ
所
の
製
糖
工
場
を

有
す
る
各
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

そ
の
存
続
は
大
き
な
課
題
で
も

あ
る
。
現
在
は
、
産
地
資
金
の

活
用
に
よ
っ
て
甜
菜
振
興
も
図

ら
れ
て
い
る
が
、
持
続
的
な
制

度
設
計
を
求
め
、
今
回
の
要
請

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

◆
４
月
30
日
【
国
政
・
道
政
・

市
政
報
告
】
▼
今
日
は
午
後
か
ら
、

名
寄
市
で
５
ヶ
所
、
士
別
市
で

４
ヶ
所
に
お
い
て
、
国
政
道
政

市
政
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
▼
名
寄
市
で
は
、
私
が
司
会

を
し
な
が
ら
、
地
元
の
奥
村
市

議
、
佐
藤
市
議
を
紹
介
。
駅
前

再
開
発
や
市
民
ホ
ー
ル
建
設
問

題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。
佐
々

木
代
議
士
か
ら
は
、
名
寄
市
の

地
域
課
題
に
加
え
、
民
主
党
政

権
の
懸
案
事
項
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
問
題
、
大
飯
原
発
再

稼
働
問
題
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
課
題
な
ど
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
▼
私
か
ら
は
、
自

治
体
病
院
等
広
域
化
・
連
携
構

想
で
道
北
地
方
が
道
の
モ
デ
ル

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

さ
ら
に
泊
原
発
再
稼
働
問
題
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

拡
大
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◆
５
月
28
日
【
富
良
野
地
域
懇

談
＆
森
林
組
合
総
代
会
】
▼
今
日

は
、
富
良
野
市
を
訪
問
。
富
良

野
地
域
の
皆
さ
ん
と
道
政
に
つ

い
て
懇
談
し
、
午
後
に
は
富
良

野
地
区
森
林
組
合
（
菅
原
等
組

合
長
）
の
総
代
会
に
出
席
。
夜

に
は
中
心
市
街
地
に
建
設
を
予

定
し
て
い
る
総
合
子
ど
も
園
に

つ
い
て
、
富
良
野
こ
ど
も
の
未

来
を
守
る
会
（
斉
藤
真
智
子
会

長
）
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
中
略
）

▼
総
代
会
で
の
来
賓
挨
拶
と
し

て
私
は
、「
昨
年
の
３
次
補
正
で
、

森
林
整
備
加
速
化
・
森
林
再
生

基
金
が
３
年
間
延
長
と
な
り
、

北
海
道
で
も
新
た
に
122
億
円
が

配
分
さ
れ
た
。
一
方
、
平
成
20
年

度
か
ら
24
年
度

法
で
あ
る
『
森

実
施
の
促
進
に

置
法
』
が
今
年

め
、
こ
の
事
業

継
続
に
向
け
努

い
」
と
お
話
し
し

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u
c
h
i.n

e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
福
島
原
発
の
事

生
可
能
エ
ネ
ル

み
状
況
を
調
査
す

県
と
山
形
県
を

▼
秋
田
県
は
、
３

が
就
任
。
選
挙
公

震
災
直
後
の
昨
年

県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

策
定
▼
山
形
県
は

滋
賀
県
の
嘉
田

卒
原
発
の
理
念
で

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」

論
を
始
め
、
今
年

た
▼
一
方
、
北
海

ネ
・
新
エ
ネ
促
進

さ
れ
て
い
る
に
も

今
年
３
月
の
行

佐々木代議士へ要請

佐々木代議士、松ケ平市議と報告会

富良野地区森林組合総代会で挨拶
は
、
肝
心
の
め
ざ

標
が
具
体
化
さ
れ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

ま
え
目
標
数
値

と
と
し
て
い
る

と
つ
を
と
っ
て
も

や
る
気
と
リ
ー

差
が
明
ら
か
に
な

元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

ま
で
の
時
限
立

林
の
間
伐
等
の

関
す
る
特
別
措

度
で
切
れ
る
た

に
つ
い
て
も
、

力
し
て
い
き
た

た
。

故
を
受
け
、
再

ギ
ー
の
取
り
組

る
た
め
、
秋
田

視
察
し
て
き
た

年
前
佐
竹
知
事

約
に
基
づ
き
、

５
月
に
「
秋
田

産
業
戦
略
」
を

、
吉
村
知
事
が

知
事
と
と
も
に

、「
山
形
県
エ

を
震
災
後
に
議

３
月
に
ま
と
め

道
は
、「
省
エ

条
例
」
が
制
定

か
か
わ
ら
ず
、

動
促
進
計
画
で

す
べ
き
数
値
目

ず
、
国
の
「
エ

画
」
な
ど
を
踏

を
設
定
す
る
こ

▼
こ
の
こ
と
ひ

、
高
橋
知
事
の

ダ
ー
シ
ッ
プ
の

っ
た
。

（
ゆ
う
こ
う
）


